




















簡易推進工図

簡易推進工図

図示

工事番号

工 事 名

工事箇所

縮　　尺

名　　称

処理分区名

亀山市　阿野田町　地内

本町南部処理分区
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本町南部処理分区下水管渠布設工事(その１)

S=1：250

平 　面 　図

495路線

S=1：50

断 　面 　図
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本町南部処理分区

亀山市 阿野田 地内

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）
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本町南部処理分区

亀山市 阿野田町 地内

薬液注入範囲（参考図）

S=1:100

（参考図）

薬液注入範囲

495路線
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本管布設工標準図

本管布設工標準図
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亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）
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マンホール用可とう継手 マンホール用可とう継手
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基礎延長

管体延長

人孔間延長

基礎延長

管体延長

人孔間延長
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亀山市阿野田町地内
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本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区

2.00m＜掘削深≦3.50m掘削深≦2.00m 3.50m＜掘削深≦3.80m

平 面 図

1 段 梁 2 段 梁 3 段 梁

使 用 区 分

    ＜H≦1.30

3.50＜H≦3.80

3.30＜H≦3.50

2.80＜H≦3.30

1.80＜H≦2.00

1.30＜H≦1.80

35

35

35

35

35

35

35

351.500

4.000

4.000

3.500

2.000

2.500

2.500

3.000

121

3

2

2

12

12

12

2

2

1

1

12

12

12

12

切梁用サポート

切梁用サポート

切梁用サポート

切梁用サポート

切梁用サポート

切梁用サポート

切梁用サポート

切梁用サポート

矢板厚ｔ掘削深Ｈ
（m）

土留工法
（m）

矢板長Ｌ１
（mm） 切梁り末口

（cm）
腹起し厚

支　保　工

段　数
（cm）

摘　　要

2.00＜H≦2.30

2.30＜H≦2.80
軽量鋼矢板

切梁用サポート

アルミ腹起し材

矢　板

500

アルミ腹起し材

切梁用サポート

矢　板

矢　板

切梁用サポート

矢　板

アルミ腹起し材

切梁用サポート

矢　板

アルミ腹起し材

500750

4000

750

4000

2500750

4000

750

掘
 削

 深

矢
 板

 長

20
0以

上

掘 削 幅 掘 削 幅

20
0以

上

矢
 板

 長

掘
 削

 深

a
c

b

掘
 削

 深
20

0以
上

矢
 板

 長

掘 削 幅

d
c

b
a

16



B

躯　体

30
0 17
0

17
0

30
0

20
0

300 底　版500300

20
0

13
0

13
0

AA

B

マンホール蓋(JSWAS G-4)820

A-A 断面図

無収縮早強性モルタル600110 110

30
0

30
0直　壁

斜　壁

調整リング

7575

人
　

孔
　

深

900

躯　体

底　版基礎砕石

1050

110

75

H

B-B 断面図

H

調整リング

直　壁

斜　壁

110600

820

H

900

1050

底　　版

斜　　壁

600 110

820

75900

110

300500300

1100

13
0

直　　壁

30
0

寸　法　表

30
0

1050

平  面  図

H

躯　　体調整リング
1100

105025

7590075

820

110110 600

25

上塗りモルタル(1:2)

インバートコンクリート
（18-8-25BB)

(RC-40)
基礎砕石
(RC-40)

300500300

インバートコンクリート
（18-8-25BB)

1100

900

人
　

孔
　

深

1100

7575 900

820

600110 110

15
0

1500
1800

 150100
450
600

 600
 900

 50
300
300 1200

H （mm）

直　　　壁
斜　　　壁
調整リング
種　　　類

900600 1500躯　　　体
1800

1200

マンホール蓋(JSWAS G-4)

無収縮早強性モルタル

75 75

75 75

処理分区名

名　　称

縮　　尺

図面番号

工事箇所

工 事 名
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１号組立マンホール標準図
Ｓ＝１：２０

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区

JSWAS A-11
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処理分区名

名　　称

縮　　尺

図面番号

工事箇所

工 事 名

副管工標準図
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本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区
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3.5≦h≦4.0 4.0≦h≦4.5 4.5≦h≦5.03.0≦h≦3.5
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処理分区名

名　　称

縮　　尺

図面番号

工事箇所

工 事 名

塩ビマンホール標準図

S=1:10

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区

インバート
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タフコン台

（沈下防止板）

立　管φ300

（150－300）

ゴム輪受口片受直管
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（沈下防止板）

防護ふた
内　蓋

インバート
（150－300－0゜）

ゴム輪受口片受直管

θ゜
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内　蓋

立　管φ300

落差調整支管

落差調整立管φ300
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ゴム輪受口片受直管

起点インバート

平 　面 　図

中間点インバート

平 　面 　図

落差調整インバート

平 　面 　図

断 　面 　図断 　面 　図断 　面 　図
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（200－300－0゜）

（200－300）
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所用立管長

種　　別
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屈曲角度（θ）
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250

270

230

380

400

360

220

220

210

350

350

340

200 340

300 Ｈ－450

210 340 1100 Ｈ－125050 690

JSWAS K-9
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宅　地

10‰以上

自在継手 JSWAS K-1

ゴム輪受口カラー

プレーエンド直管

(0°,15°,30゜,45°,60°,75°)

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

本　管

(本) L=0.8m (本)

ｺﾞﾑ輪受口
曲    管 片受直管

ｺﾞﾑ輪受口

ー2

2

2

2

2

2

2

2

ゴム輪受口片受直管

ゴム輪受口曲管

公道延長 L

官
民

界
境

0.50

1.50

2.50

3.50

4.50

5.50

6.50

7.50

  -    -    - 1

1

1

2

2

2

2

3

0.35

0.60

0.85

1.10

1.35

1.60

1.85

2.10

   -

埋  戻  し

(m)
掘 削 深
平    均

機械又は人力舗装切断公道延長
(m)

平    均 掘    削

(m) (m3)
残  土

残  処  理
残塊 As 砂 基 礎 延    長

管 布 設舗 装 復 旧
仮 舗 装

(m2)
良 質 土 路 盤 工

(m2)
カ ラ ー
ｺﾞﾑ輪受口

(m) (個)

ﾌ°ﾚｰｴﾝﾄﾞ
直    管
L=4.0m (本)

支　　管

(本)

自在継手

(個)(m3) (m3) (m3) (m3)
種  別

1.008 0.187 0.057 0.164 0.130 1.40

1.013 1.10 0.817 0.017 0.346 0.336 0.471 0.414 0.414 2.40

1.018 3.10 1.457 0.047 0.638 0.508 0.819 1.168 1.168 3.40

1.023 5.10 2.103 0.077 0.929 0.681 1.174 1.924 1.924 4.40

1.028 7.10 2.758 0.107 1.222 0.853 1.536 2.682 2.682 5.40

1.033 9.10 3.418 0.138 1.512 1.025 1.906 3.443 3.443 6.40

1.038 11.10 4.088 0.168 1.805 1.198 2.283 4.205 4.205 7.40

1.043 13.10 4.764 0.199 2.097 1.370 2.667 4.969 4.969 8.40

※ ゴム輪受口片受直管  L=0.80m
A3タイプの場合は  2本
A4タイプの場合は  3本

H
=
9
0
0

1.00以内

S=1:20

塩ビ製ふた Al200(市マーク入、T-2)

JSWAS K-7

JSWAS K-1

下水道用可とう支管継手

（メカロック支管同等品以上）

JSWAS K-1

JSWAS K-1
JSWAS K-1

取付管標準図（Ａタイプ）

A1-1

A1-2

A1-3

A1-4

A1-5

A1-6

A1-7

A1-8

A2タイプの場合は  1本

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

処理分区名

名　　称

縮　　尺

図面番号

工事箇所

工 事 名

取付管標準図（Ａタイプ）

S=1:20

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区
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プレーエンド直管
(0°,15°,30゜,45°,60°,75°)
自在継手 JSWAS K-1

宅　地

ゴム輪受口カラー

ゴム輪受口片受直管
本　管

ゴム輪受口曲管

境
界

民
官

1.00以内 公道延長 L

10‰以上

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

(本) L=0.8m (本)

ｺﾞﾑ輪受口
曲    管 片受直管

ｺﾞﾑ輪受口

2

2

2

2

2

2

2

2

0.50

1.50

2.50

3.50

4.50

5.50

6.50

7.50

  -    -    - 1

1

1

2

2

2

2

3

0.35

0.60

0.85

1.10

1.35

1.60

1.85

2.10

   -

埋  戻  し

(m)
掘 削 深
平    均

機械又は人力舗装切断公道延長
(m)

平    均 掘    削

(m) (m3)
残  土

残  処  理
残塊 As 砂 基 礎 延    長

管 布 設舗 装 復 旧
仮 舗 装

(m2)
良 質 土 路 盤 工

(m2)
カ ラ ー
ｺﾞﾑ輪受口

(m) (個)

ﾌ°ﾚｰｴﾝﾄﾞ
直    管
L=4.0m (本)

支　　管

(本)

自在継手

(個)(m3) (m3) (m3) (m3)
種  別

B1-1

B1-2

B1-3

B1-4

B1-5

B1-6

B1-7

B1-8

1.008 0.187 0.057 0.164 0.130 1.40

1.013 1.10 0.817 0.017 0.346 0.336 0.471 0.414 0.414 2.40

1.018 3.10 1.457 0.047 0.638 0.508 0.819 1.168 1.168 3.40

1.023 5.10 2.103 0.077 0.929 0.681 1.174 1.924 1.924 4.40

1.028 7.10 2.758 0.107 1.222 0.853 1.536 2.682 2.682 5.40

1.033 9.10 3.418 0.138 1.512 1.025 1.906 3.443 3.443 6.40

1.038 11.10 4.088 0.168 1.805 1.198 2.283 4.205 4.205 7.40

1.043 13.10 4.764 0.199 2.097 1.370 2.667 4.969 4.969 8.40

H
=
9
0
0

※ ゴム輪受口片受直管  L=0.80m
B3タイプの場合は  2本
B4タイプの場合は  3本

取付管標準図（Ｂタイプ）
S=1:20

JSWAS K-1 JSWAS K-1

JSWAS K-1

JSWAS K-1

下水道用可とう支管継手

（メカロック支管同等品以上）

塩ビ製ふた Al200(市マーク入、T-2)

JSWAS K-7

B2タイプの場合は  1本

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

処理分区名

名　　称

縮　　尺

図面番号

工事箇所

工 事 名

取付管標準図（Ｂタイプ）

S=1:20

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区
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舗装復旧図

S=1:10

処理分区名

名　　称

縮　　尺

工事箇所

図面番号

舗  装  復  旧  図
Ｓ＝１：１０

舗装復旧工舗装仮復旧工

1
7
0

3
0

1
0
0

〇コンクリート舗装

1
0
0

1
5
0

1
6
0

3
0

4
0

舗装復旧工舗装仮復旧工

〇市道（車道）

舗装復旧工舗装仮復旧工

〇未舗装

工 事 名

路盤工（C-40） 路盤工（C-40）

表層工（再生密粒度As）

路盤工（RC-40）

表層工（再生密粒度As）

路盤工（RC-40）

表層工（再生密粒度As）

路盤工（RC-40）

路盤工（RC-40）

コンクリート

本町南部処理分区下水管渠布設工事（その１）

亀山市阿野田町地内

本町南部処理分区
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車道（県道）
N5 交通

車道（県道）

舗装復旧工

本管部舗装範囲

N5 交通

車道（県道）

舗装復旧工

本管横断部及び取付管部舗装範囲

(鈴鹿関線）N5 交通

5
0

舗装仮復旧工

表層工（再生密粒度As）

基層工（再生粗粒度As）

下層路盤工（RC-40）

掘削幅

5
0

5
0

1
0
0

舗装復旧工

基層工（再生粗粒度As(20)）

下層路盤工（RC-40）

1
4
0

上層路盤工（M-30）

表層工（改質Ⅰ型またはⅡ型、再生密粒度As(20)）

片車線全幅

影響幅影響幅

5
0

5
0

10
0

舗装復旧工

基層工（再生粗粒度As(20)）

下層路盤工（RC-40）

1
4
0

上層路盤工（M-30）

表層工（改質Ⅰ型またはⅡ型、再生密粒度As(20)）

3,000

影響幅影響幅

〇車道（県道）
N4 交通

車道（県道）

舗装復旧工

本管部舗装範囲

(亀山・安濃線）N4 交通

舗装仮復旧工
掘削幅

50
1
3
0

舗装復旧工

下層路盤工（RC-40）

1
4
0

上層路盤工（M-30）

表層工（再生密粒度As13）

片車線全幅

影響幅影響幅

5
0

路盤工（RC-40）

表層工（再生密粒度As13）

2
7
0

2
9
0

舗装仮復旧工 舗装復旧工

〇歩 道(県道)

既設舗装(既設構造物)

埋戻土(RC-40)

表層　(再生)密粒度アスコン(13) 

路盤　切込砕石(RC-40)　　　 

表層　(再生)密粒度アスコン(13) 

路盤　切込砕石(RC-40)　　　

W3W1 W2

200

1
00

3
0

1
0
0
3
0

(亀山・安濃線）

〇は今回施工対象

300 掘削幅　 300 300 掘削幅　 300

300 掘削幅　 300

1
0
0

1
0
0

影響部掘削部


